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公共工事現場の
視察からわかったこと
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所属委員会●政策環境建設常任委員会、魅力ある地域づくりに関する特別委員会、広報広聴会議

１月２２日、公共工事・府立洛南病院の建設現場を全京都建築労働組合や生活
関連公共事業推進連絡会議の方たちと訪問し、１２年連続で引き上げられた設計労
務単価が、現場の労働者にどう影響しているかの実態や下請け企業としての地元企
業の活用などのチェック、また現場環境（作業員の駐車場の確保やトイレの設置基
準など）を調査しました。
ビックリしたのは、努力しているなかでも社会保険加入や法定福利費明示の見積
書の指導徹底などは全国のゼネコンの６割しかできていない現状があることです。

徳島県では、最低賃金を896円から980円へ引き上げました。県が中小
企業を訪問調査、84％の経営者が引き上げは経営に影響があり、県の直
接支援を78％が望んでいることを把握し、県独自の直接支援（11億円補
正）が実施され、喜ばれています。徳島県で直接聞いてきました。
京都府は直接支援を拒否しています。

1月22日、生活関連公共事業推進連絡会議調査

地域活動

さこ祐仁
終戦80年です。
今年こそ、日本は核兵器禁止条約に参加を！

徳島県の支援状況を聞く共産党京都府議団

１月１１日、府庁東門での宣伝 2月1日、京都府環境フェスティバルに参加しました ２月２７日、城南勤労福祉会館存続の請願


